
　　　　　 　　「学校巡回公演事業」

■一般社団法人 義太夫協会
　義太夫節の伝承、向上発展と普及を目的に設立され、義太夫節を志す若手から人間国宝までが所属してい
　ます。紀尾井ホールやお江戸日本橋亭における定期演奏会を主催し、毎回多くの愛好者に支持されていま
　す。会員は日本舞踊公演や邦楽演奏会、各種プロデュース公演、大学講義への出講、全国各地の学校への
　普及公演など幅広く活躍中。さらに義太夫節に関する資料の収集・保存にいたるまで、義太夫節のこれか
　らの展開にはなくてはならない存在です。とくに若手の太夫、三味線奏者たちの普及にかける情熱は各方
　面から高く評価されています。

出演団体

スタッフ

　　　　　知ってますか？～ 10 月 1 日は「国際音楽の日」です～
1977 年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年 の 1978 年から毎年 10 月 1日
を、世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていくため「国際音楽の日」とすることにし
ました。日本では、1994 年から毎年 10 月1 日を「国際音楽の日」と定めています。

■企画／構成　　　　小野木豊昭（古典空間）

■舞台監督／舞台　　Whoopee Connection

■制作　　　　　　　 (有) 古典空間

　語ってみよう！義太夫節！
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小学校・中学校等において文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を行い、子供たちが質の高い
文化芸術を鑑賞・体験する機会を確保するとともに、子供たちの豊かな創造力・想像力や、
思考力、コミュニケーション能力などを養い、将来の芸術家や観客層を育成し、
優れた文化芸術の創造に資することを目的としています。
ワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。
また、実演においては、子供たちが参加できる工夫を行います。
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令和５年度　学校巡回公演事業
かた ぎだゆうぶし

めん

出演者

太夫 三味線
竹本越京
竹本京之助
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史
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。
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。
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